下村湖人の思想形成:内田夕闇時代の作品から by 深川 明子
昭和一一十九年十月三日、下村湖人の古稀の祝いに、雑誌「新風
士」の同人が参集した時詠んだ歌である。
湖人は、明治、大正、昭和と激動する社会を、詩人、学校教師、
社会教育家、作家として生きた人であり、彼の一生は「大いなる道
といふもの世にあり」と、ただそれだけをひたすらに確信を持って
希求し続けた生涯だと言えよう。比類のない純粋さ、情熱の深さに
心を打たれると同時に、その根底には、現世肯定と人間信頼の思想
を見出すことが出来る。
私は、この思想に立脚して説かれた、教育の根源である「愛」
と、真筆で謙虚に行なわれた「実行力」とがどのようにして哲理的
に成長し、体系づけられていったかその跡を、青少年時代「内田夕
闇」のペンネームで発表された諸作品の中から探ってふたい。
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明治十七年と言う時代や、中世以来受け継がれた「葉隠」の精神
の伝統、そして純農村地帯と言う条件を考慮すると、この地方には
まだまだ封建的色彩が濃厚に残存していた。その中で、元士族と言
う家柄は湖人の生育に大きな影響を与えずにはおかなかった。生家
は、昭和四十四年八月二十四日に発足した「下村湖人生家保存会」
の人々によって管理されているが、当時のこの地方としては珍らし
い瓦屋根の二階建の家である。
父郁二は漢詩の素養があり、虎六郎兄弟に作詩の手ほどきをし
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た。また世話好きな親分肌の人でもあり、政治運動にも力を入れ、
黒津の水門は郁二の運動によって完成したと一一一一口われている。母つぎ
も元士族牧（真木とも）から嫁いだ。百人一首や古今和歌集を愛読
した神経の細かいやさしく弱々しい人であったと言う。
湖人二歳の時、弟清治誕生。四歳の時、生家へ連れ戻された。狭
い校番の部屋で行儀作法も正しく教えられずに過した湖人にとっ
て、生家は余りにも広すぎたし、士族の家柄を重んずる家風は湖人
の自由な行動を阻止した。また、偏愛の著しかった祖母は馴染承の
薄い湖人を極端に嫌った。翌年父が郡役所に勤務する事になったの
に伴い神埼町に転住。翌明治二十五年神埼小学校に入学。その翌明
治二十五年祖父の死により父の詮神埼町に留まって、湖人らは千歳
村に帰る。千歳村小学校に転校。明治二十七年、湖人小学校四年生の
時、母肺結核で死亡、二十九歳であった。つぎは死の半年前から実
家で療養を続けていたが、この時湖人は母に付き添って牧家へ行
き、そこから通学していた。
以上、幼少の湖人を取り巻いた環境の中で里子に出された事、祖
母から受けた極端な偏愛、母と二人で過した半年の事と母の死とい
う一連の出来事は、湖人の思想形成に大きな意味を持っている。彼
は、これらの中から「愛」について根本的に思索する課題を与えら
れた。昭和十一年、彼が五十一歳になって書き出した「次郎物語」
は、｜面「次郎」の愛の遍歴を描いたものと言えよう。家族の人々
との違和感、祖母の偏愛の中で如何にすれば愛されるかと悩んだ次
郎が、母に付き添って暮した半年の中で、常に身構えている自分の姿
勢に気づき、愛は対立の中にあるのではなく、包括の中にある事を
、
悟り、さらに母の死によって積極的に人を愛する愛へと変化を遂げ
るのだが、それはそのまま湖人の心境の遍歴と受取っても良いだろ
う。湖人の後年の思想の根幹をなす「郷士愛」「人類愛」の源泉
は、幼少時代のこのような真筆な「愛」の思索にあったと考える。
特に里子の問題と、偏愛の問題は、幼少の湖人に全く一方的に、
否定的に与えられた愛であるだけに、彼の困惑も大きく、心中に残
した傷痕も大きかったものと思う。里子に関しては、後年湖人自身
が「次郎物語の作怠」の中で「この物語で私が表現したいと思いま
したのは、自然に即する教育の重大さということでありました。」
と述べている。里子にやられる事によって「自然に川する教育」が
阻害された彼自身の経験が、「次郎物語」執筆の動機となっている
事は申すまでしない。同じことは偏愛についても言えるであろう。
また、晩年の人生随想「心窓去来」は、しばしば子供への愛情を問
題にし、偏愛や溺愛について語っている。そこに書かれている事は
もはや透徹した心理に立脚した教育家の一一一一口葉ではあるが、この時期
に受けた偏愛が、最後まで彼の思索の対象となりうる課題であった
事をも意味している。
湖人が幼少時代に受けた大きな影響としては、もう一つ武士道精
神が挙げられる。「次郎物語」の「うちはれっきとした士族の家柄
なんだからね。」というお民の一一一一口葉を引用するまでもなく、両親共
士族出身という意識は、家庭内に相当浸透していたものと思う。ま
た、この武士道精神は、単に家庭内だけの問題でなく佐賀県民性の
一端とも考えられる。明治維新に佐賀藩は戊辰戦争で大活躍を演
じ、薩長士三藩と並んで、版籍奉還の指導的役割を果した。さかの
ぼって、宝永七年（一七一○）山本常朝口述による捨身の抵学「葉
隠」がある。「武士道といふは、死ぬ事と見付汁たり。二つノーの
２
場にて、早く死ぬかたに片付くばかりなり。別に仔細なし対胸すわ
って進むなり。」と説くこの書は、藩士の間で愛読され、佐賀藩の
武士気質を伝統的に作りあげていったものと思われる。
湖人は、家庭の中で、郷里の風土の中で武士道的精神の影響を
無意識のうちに受けていた。それを積極的に、意識的に自覚したの
は中学入学以後なのだが、こ》」では中学時代までを簡単に触れてお
きたい。
「次郎物語」に中学入学当初．校長から葉隠の精神について訓辞を
受ける事が書かれているが、学校などでは積極的にその精神が伝授
されていたらしい。湖人と中学以来の友人である高田保馬（京大名
誉教授、社会学者、経済学者）は、｜級上の岩松という人に葉隠の
精神の権化を見た、と書いている。佐賀中学校にはそのような人物
も何人かいたのであろう。湖人が中学五年間最も親しゑ傾倒してい
た友人の一人である古賀峰一は、後太平洋戦争の時、山本元帥の後
任となってミッドウェイ艦隊を率い、南海で戦死した古賀大将でも
ある。中学時代後年の作品には、湖人の思想の重大な位置を占める倫理
観や道義観が芽生えているが、その根底をなしているものは、幼少
の頃から中学時代を通じて養なわれたこのような武士道精神なので
ある。。
湖人の佐賀中学校入学は、明治三十六年である。この時代に湖人
は、文学への関心を示すようになるのだが、彼を文学へ趣かせた誘
二佐賀中学校時代（「新声」時代）
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里子から生家へ帰った時の、物理的、精神的な違和感、それは》
彼に寂漠とした孤独を味わわせ、彼の孤独な性格を造りあげた。加
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た。この湖人自身の孤独な心中に、文学を希求している魂をまず見
出すことが出来る。
時に、文壇は、明治二十年代に青年たちによって始められた文学
革新運動が、俳句、短歌、詩などの韻文の分野においていち早く成
果を上げ、詩歌全盛時代を築きつつあった。封建遺制から飛び出し
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速に地方へ進展し、地方の文学少年を魅了せずにはおかなかった。
湖人は後年（昭和八年）刊行した歌集「冬青葉」の序に「私の十
一歳の時に亡くなった母は、その病弱な二十九年の生涯を折灸の作
歌で慰めて居たそうである．そして私の二つ年上の兄ｌ今は亡し
Ｉも中学時代から少しばかり歌や詩をやって居た。私が中学二年
の時に、はじめて歌と言ふものを作ったのは、たしかに母に対する
思慕の情と、兄の感化とが、然らしめたものだと恩ふ。…：…・」と
書いている。
湖人の内面的欲求、母への思慕が彼を文学へ趣かせる要因となっ
た。そして、作文が得意であった湖人は、兄という最適任の先達に
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て
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現在見る事の出来る湖人の最初の作品は、明治三十四年二月十五
日発行の「新声」に掲載されたもので彼の中学校三年生の時にあ
たる。筆名は内田夕闇、この名前は、結婚する直前まで十二年間、
文学作品発表の際ペンネームとして使用された。
白菊の露を硯にうつし置きて歌おもひつつ夜をふかしけり
「甲」四十六首中の一首で、評に「硯にうつし置きてといへる作者
の用意を見る」とあり、選者は金子薫園である。
雪ふるや門に米乞小僧一人
茸狩の始めて得たる喜しさよ
俳句は右の二句が「乙」の部に採られている。選者は河東碧梧桐で
ある。
以下「新声」に掲載された極く初期の作品を挙げて見る。
の
ぞ
み
夕づく日葡萄の一房に映る見てたちし希望のわき帰る哉（明訓・ろ）
限りなき海の上遠く雨はれて夕日にはゆる虹のまつばら（明孤・旧）
この二首は、明治三十四年十二月刊行の「叙景詩」（注１）にも
転載されている作品である。（注２）湖人の作品は全部で五首「叙
景誌」に採用されているが、これは他の投稿家に比して多く、短歌
を詠糸始めたばかりの湖人ではあったが、選者の金子薫園に嘱望さ
れていたものと思われる。
湖人の短歌や俳句が掲載され始めた明治三十四年の投稿家を対象
とした雑誌を見ると、佐賀県関係の投稿者として、内田江北、内田
２
歌夫、内田清治、内田告天子、中島夕月などの名が見える。このう
ち内田清治は湖人の実弟で内田告天子は彼のペンネームである。湖
人は中学入試に一度失敗しているので、中学校では彼と一学年差に
なる。明石晴代（湖人の長女）の「父、下村湖人」（雑誌「樹木」
に連載、昭旧、１）によると、清治は主として「文庫」へ作品を投
稿
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
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る
。
中島夕月は、九州の歌人で、歌誌「ひのくに」を四十年以上も主
宰し、多くの歌人を育てた中島哀浪のことである。彼は湖人より一
学年上級であった。
高田保馬は「学問遍路」（昭・亜）の中で「中学校のころ、本屋
で創刊間もない明星を買っていたが、その前に四日市に医者をして
いた兄から雑誌（筆者注「文庫」）を送ってもらってゐたことが、
私を文学青年らしくしてゐたのだろう。」と書いている。当時、佐
賀中学校ではこのような文学に関心を寄せる人たちが可なりいて
中央誌への投稿などが流行していたものと考えられる。
また、当時の思い出を中島哀浪は「天井の低い二階の一室で、作品
を互に見せ合ってほめたりくさしたりしたものである。こんな場合
には下級生とか年下とかいう、そうしたひけめや大人臭い遠慮など
まったくない強さと清さで、私をひどくやつげたりしたことをはっ
きり思い出すことが出来る」。（｜教育家の面影ｌ下村湖人追想・
昭引）と書いている。お互いに遠慮のない批評を加えながら、技量
を練磨していった事がわかる。そして、その中でも急速に進歩を示
したのが湖人だった。
「新声「一厘掲載される歌が多くなるにつれて、誌上を通じての友人
も出来た。明治三十五年九月号の「喬村の君に」「長流の君に」
「白露の君に」などと題した歌や、明治三十六年九月号の「汐花の
君へ返し」と題した歌などは、その一端が現われているものと考え
られる。このような誌友との交渉によっても、湖人はその才能を伸
ばしていった。
また、「新声」に短歌や俳句の投稿作品が掲載され出した約一年
後に、詩が初めて掲載された。明治三十五年一月号の詩「海べの
朝」がそれである。その後詩作にも力を入れ繍訳詩や平方暁声（本
名達雄、蒲原有明の門下）との合作などの試みもやっている。その
他、雅文「にほひ」（明弱・伯）を書くなど、新しいジャンルの試
作にも意欲的である。中学時代は勿論習作の時代だが、種々の試作
を積極的に行なった事は特筆してよい。
その中で特に湖人の特色の面から考えると、雅文「にほひ」の序
の部分に注目しておきたい。
「罪悪の匂ひ世にはびこりていとたへがたき中に、ただ自然の匂
ひ、詩の匂ひ、芸術の匂ひのみは、さながらにげだかざ香を放て
り・・・…」
現実の社会は徴士だが、大自然や芸術の世界は清浄無垢であると
するこの考え方には、湖人の思想の萌芽を見出す事が出来る。
（注１）金子薫園・尾上柴舟著、「新声」誌上掲載の投稿家の歌
と両者の歌各五十首から成る。明星派の恋愛至上主義に対
抗して、天地自然の美を歌いあげる叙景歌を理想としたも
の。
（注２）「叙景詩」に転載された投稿家の歌は必ずしも「新声」
誌上発表の作品と同一ではない。可なり手が加えられてい
る。「叙景詩」に掲載された湖人の歌の例を挙げておく。
湖人の中学校卒業は、明治三十六年三月であるが、彼の作品がや
や特色らしきものを示すのは、中学校卒業後である。彼は、第五高等
学校入学までは引き続き「新声」へ投稿している（五高入学後は投
稿を罷めた）ので、中学卒業後の半年を便宜上ここに扱う。
ほの白き花の一つを摘承とりて闇に立つわれ何さ上やかむ
（明弘・ろ）
洞穴の行者まなこを見ひらきて谷に隈ち行くぼし見つめたり
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宇宙間の悠久に着眼している事や、歌中に幽かに感じられる唯心
的心情には、湖人の思想の片鱗を窺う事が出来る。
明治三十六年九月号の「新声」に、寒生・骨生の名で、前号の投
稿掲載歌の批評が載っている。それには「夕闇君：：：③（筆者注三
首
目
の
歌
の
事
）
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。：」とある。前号の彼の歌の一一一首目は「いにしへの石工の鑿に霊を
み
す
が
た
得てやみにけだかきいしの聖像」である。批評にも「夕闇君の本領」
と言及しているように、その神秘主義的、唯心的傾向は彼の本質的
なものであり、彼の特色を可なり明確に現わしている作品と言えよ
う。しかし、彼の特徴が今少し明らかに示されている作品を探すとす
夕づく日葡萄の房に照る見えてぴあの間ゆる妹がすむあたり
夕立は波のうへ遠くすぎゆきていり日にほへり虹のまつばら
５
れぱ、それは詩の中に見出す事が出来る。
短歌は湖人を文学の世界へ導入してくれたが、彼の思索を練った
り、著わしたりする表現形態としては不適当であった。短歌という形
式が思想を詠むには今しばらく時間を要するのである。湖人が自分
の思想を練り‐表現する形式として詩を選んだのは当然でもあった。
「新声一初出の詩、「海べの朝」（明記・１）の最終連には
想
は
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、
心
は
清
新
はたまた希望なが胸にわかむ
と歌い、既に現実を濁世とする倫理観や、精神が宇宙の霊気に洗わ
れて蘇る宇宙生命観など（まだ一般的で弱くはあるが）感じられ
る。「けがれたるすぐせはここに葬りぬはるの光のあたらしき世
や」（「新声」明弘・６）と同じ主題ではあるが、詩の方が、明
快、端的で力強い歌い振りは湖人の心情をよく現わしている。
明治三十六年六月「新声」誌上掲載の「静座」になると、可なり
明確に湖人の特徴を捕える事が出来る。
「新声」初出の詩、「海べの
失望の子等よ
けがれし都になかむよりは
来りて海べの朝を訪へな
想
は
高
雅
、
心
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新
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み
古びし経典を手にとれば
中学時代、湖人の思想形成に多大な影響を与えたものとして「誠
友団」を看過することが出来ない。「誠友団」は彼が佐賀中学校三
年（明至の秋結成されたもので、この年結成された伊藤博文の
「政友会」に因んで命名された。「次郎物語」に出て来る「白鳥
会
」
は
こ
れ
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
弁
護
士
豊
増
竜
次
郎
に
指
導
を
求
ふ
み
いでわれ立ちてこの経典を
明
空
の
闇
に
ひ
る
が
へ
し
夜
霧
に
匂
ふ
星
影
を
ま
も
り
て
ひ
そ
か
に
里
に
い
で
む
宇宙生命力の感応による倫理的、道徳的社会の実現を意図して歌
ったこの詩の中に、後年の彼の思想との重複を見出す事が出来る。
山
風
あ
ら
く
ふ
き
ま
く
り
衣
の
袖
を
ち
ぎ
り
ゆ
く
：…．（中略）……
ふ
み
経典の光はし」ことばに
慰
安
の
森
に
匂
ひ
つ
異
今
見
る
東
半
球
の
た
み
衆民のかふべをて食Ｄすらむ
お
や
我等の祖宗レム、地の底に
我
等
の
友
よ
、
地
の
上
に
哲理の花の香に酢ひて
と
は
永
久
の
住
家
を
た
人
へ
ず
や
４
め、江藤新平を顧問として発足。母体は湖人より一級上級の四年生
だったＱ演説会や豊増、江藤の話を聴く事に力を注ぎ、人生や政治
の問題を論ずる事を趣旨とした。
高田保馬は、「私どもの育った明治後半期にはなほ、日本の社
会、ことに農村の中に封建的な、旧日本的な要素がつよく残ってゐ
た。それにも拘らず社会の表面、イデオロギーの流れは民主的自由
的のものであった。中学の時代には故豊増竜次郎氏の指導の下に吉
田、中野、下村（筆者注湖人のこと）、中溝といふ友人、池田先輩
と結集してゐた誠友団といふのは此流れに従はうとしたものであ
る。」（師友の追想・昭▽）と述べている。湖人はこの「誠友団」
活動の中で民主的自由主義的なイデオロギーを徐念に吸収しなが
ら、現実社会や、人生についての思索を深めていった。中学時代の
湖人の詩は、現実社会を濁世としてそれからの脱皮を歌ったが、こ
の基本的な考え方は「誠友団」の影響を大きく受けていると言え
る。そしてこの考え方を土台にして高等学校時代は、詩に論説に、
彼の思索を発展させていくのである。
明治三十六年九月、湖人は第五高等学校に入学した。中学五年頃か
らは、ほとんど毎号「新声」に作品が掲載され、その群を抜いた活
躍は学友の注目を一身に集めた。したがって、五高入学当初から既
に活躍が期待され、彼は校友会誌「竜南会雑誌」に入学早為から論
説・詩・短歌を相次いで発表している。加えて、五高入学後間もな
く雑誌「帝国文学」に詩「ちかひの虹」（明弘・利）が発表される
三第五高等学校時代（「竜南会雑誌」時代）
１
に及んで、級友からは天才詩人として特別視されていたようであ
る。高田保馬は五高時代の湖人の事を次のように書いている。，
「下村氏は中学在学中から既に詩人として歌人として文壇に知られ
てゐたばかりでなく、小説を書き論文を書き、行くところすべて常
人の水準を抜く天分を示されてゐた。それに後年経歴が示すやう
に、対人的の方面に於ても十分の素質をもつ人であった。これは当
然私には人間としての深さとして映った。私の此深さに接近しよう
とつとめたが、その及びがたき天分には到底近づくべくもなかっ
た。｜しょに床をならべてゐる夜半に、眼前老杉の木立の上に新月
がさえてゐるといって起されたことがある。これは優れたる詩人に
度々見られる幻覚であるといふ。同氏に対する尊敬は自ら私の能力
を反省させ理知の学問的方面への追求に同はしめた。如何なる努力
を以てしても到底及びがたき人を眼前に見たからである。」（師友
の追想・昭灯）
文中「一しょに床をならべてゐる夜半……」とあるのは、「竜南
会雑誌」の編集委員をしている時、編集室で約一か月起居をともに
した時の事である。
ま
た
、
「
竜
南
会
雑
誌
」
に
湖
人
の
演
説
に
つ
い
て
の
評
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
を
挙
げ
る
と
「評曰、面荘厳ならず而も寛ならず、其の態度の有難ぶらざる所、
流石に宇宙人生の至美を詠ずる詩人の威儀か、君や竜南詩壇の明星
にして、崇高艶一臆の想は浸食との筆端に溢るよの人、時には痛快奇
抜
の
警
語
を
慾
に
し
て
人
を
刺
す
の
妙
技
を
蔵
す
。
然
ら
ば
則
君
は
蜜
を
有
し且剣を包むの士、君が神想に一段の清香を添うる春の花に訪ずる
上蜜蜂は、不知不識の間に偉大の感化を君に及ぼせしものか、詩人
には意外の辺に利益な所得多きもの也○君が音声は清徹にして其の
弁は閑雅鰹説去説釆．綿々として絶えず、地下の偉詩人若し霊あらぱ
果して何の感左かなす？好個の文士よ、更に好個の弁士ちよう尊号
を奉る。」
とある。級友の賞讃の中にあった湖人の姿が偲ばれる。
ところで湖人は五高入学当初は家庭的に非常に不遇な立場にあ
った。湖人の家は、彼が佐賀中学校に入学の年ほとんど完全に倒産
し、家財を売却して佐賀市精町に借家住いをしていたが、彼が中学
五年の年、僅かに残っていた郷里の家を売り、それを資本に熊本市
花柳街二本木で酒類販売業を始めた。最初は可なり繁昌していたの
だが、番頭の使い込糸によって一年余りで完全に破産。加えて、当
時五高在学中の兄が神経衰弱のため退学するなど、彼自身ではどう
にもならない問題に直面していた。一時は彼も学業を断念したのだ
が、父の友人が、多額納税者貴族院議員下村辰右衛門に面識があっ
たことから、父の勧めでその友人を介し、彼に面会して学資の援
助を求めた。下村氏からは即座に快諾を得たので父は湖人の五高
入学後直ちに店を閉じて郷里に帰った。そして祖母、継母、病兄と
ともに貧しい間借生活に入ったところだった。
うれひは多き君なれど
弱
き
に
そ
Ａ
ぐ
涙
あ
り
はづかしや我いたづらに
不遇にむせぶ磯の波
夕ぐれ窓に莞りてだに
涙は頬をつたひつ上
空の黙示あき上得ざる
はかなき吾をいかに見る
これは「竜南会雑誌」に五高入学後間もなくである、明治三十六
年十二月号に発表した長詩「夢の香」の一節である。（注１）作品
は必ずしも現実を反映しているわけではないだろうが、彼の当時の
境遇を知って読むと、苦悩のうちに思索を続けていく湖人の姿が髪
髭
と
し
て
く
る
。
（注１）「夢の香」には「わが故郷の詩友焼声に与へたる」と副
題がつけられている。詩中「君」とあるのは平方暁声のこ
とである。「明星」などに発表された暁声の詩を読むと湖人
に優るとも劣らない技量が窺われる。湖人は彼から得たも
のが多かったものと思う。
「竜南会雑誌」に発表された詩歌、論説を中心として、五高時代に
公表された作品から湖人の精神形成の一面を探ることにしよう。
中学時代と同様、短歌には湖人の個性的なものは余り顕著に現わ
れていない。ただ、作品自体は、技法的に進歩している。
空
高
う
我
世
の
秋
を
し
ろ
す
と
て
光
ま
し
ろ
に
星
は
さ
え
た
り
黄金なす天の緒琴の絃やそれ空にすぢひく秋のゆふぱえ
右の二首は、宇宙生命力を詠った点では湖人の特色が出ていると
言えるが、詩や論説におけるほど明確ではない。むしろ、日常生活
の身辺的な題材からの脱却、単なる叙景歌でなく、芸術的な美の世
界を構築している彼の歌人としての技量に注目しておきた
い。
２
一詩の問題に入る。「ちかひの虹」は五高入学間もなく「帝国文
学」（明弘・洲）に載った六十行から成る長詩である。青年の若若
しい力を讃美した詩で旧約聖書の一節に取材したものである。
た
め
い
き
あ
上
い
た
づ
ら
の
歎
息
に
小暗きかげを吹かむより
は
く
め
白馬にのりて義のために
ほ
こ
矛とる影を大空の
雲のあなたにながめ得て
かちどき高く叫ばずや
この一節には、実践的行為を重んずる湖人の面影を偲ぶことが出
来る。聾つ石のきざはしに
白衣の聖徒手をあげて
さだかに示す世の道に
民よろこびの声たかく
彩ある雲をとょまして
走るや遠く露の野べ
これば、明治三十七月十月号の「竜南会雑誌」に発表の「聖徒の
歌」の冒頭の一節である。聖徒に、汚れた地上の悪を払拭する力を見
出している。聖徒は、無限悠久を想う真理の探究者であり、救世主
として描かれている。
さらに、明治三十八年一月号の「天門破壊の歌」（竜南会雑誌）
は神霊を信じないものの破滅、汚れた悪が蔓延している地上の姿を
歌ったもので、その壮大な構想力と力の入った表現の中に、湖人の
現実に対する怒りを見ることが出来る。
これら一連の作品の中に、観念的、唯心的傾向が次第庭明瞭に現
われてきていると言える。
門出（「竜南会雑誌」明詔・６）
……（前略）……
大気に匂ふくれなゐの
双頬わかぎ命あり
見かへる野べは何の野べ
見
送
る
山
は
何
の
山
母戸によりて歎けども
胸にのぞゑの血をもてば
「しばし」とせまる情だに
すて上惜しまぬ若人や
春をよろこぶわか駒が
野
の
ま
ぼ
ろ
し
の
糸
遊
を
ま
な
ざ
し
恋ぞと見てし明眸か
野
を
行
く
か
げ
の
狂
ほ
し
き
……（中略）……
暮
れ
て
行
く
野
の
薄
あ
か
り
夢
と
め
ぐ
り
て
淋
し
さ
の
色
に
沈
む
を
何
と
見
る
せ
め
て
―
た
ぴ
ふ
り
か
へ
れ
う
し
る
手
遠
き
一
つ
家
に
なほ火ともさぬ人ある．を
孝子の名をも尊ぱで
魔
が
す
む
淵
を
し
た
ひ
な
ぱ
水より出づる幻影に
ほろびの歌をうたはれむ
新しき世界を目指す青年の「門出」の障害は、実は「孝行」とい
う美徳であった。その心理的葛藤と、それでもその現実の姪桔を抜
けて進む青年の姿を描いている。自我を問題に取り上げた点では、
湖人が悩める青年として人間の生き方を真剣に思索する段階を迎え
た
と
考
え
て
よ
い
。
中
学
以
来
の
モ
チ
ー
フ
は
全
体
的
に
は
ま
だ
そ
の
ま
ま
引
き継がれているが、ようやく行き詰まりを見せ、彼の内面的な転換
期を迎えた。この後、彼が思索する方向は、自我に目覚めた青年が
澳吐刑墹醐刷川瀧鮴加州篭Ⅶ刑鑑蠅繩醗仙羅Ⅲ厨
ろ。 岡
越
え
夜
は
世
に
せ
ま
る
杉
の
中
な
る
小
流
れ
に
し
ば
し
は
胸
を
す
ま
し
つ
上
聖
な
る
祈
り
あ
ぐ
べ
き
に
こは狂ほしき「人の世の
さかえの歌」の高鳴りよ
闇
を
領
ず
る
ま
よ
は
し
は
若
子
が
魂
を
誘
ひ
て
試
承
の
野
に
導
く
と
ひ
と
す
じ
一条見膜Ｚぬ矢を放ち
行
く
手
は
る
げ
き
東
の
し
る
べ
の
星
を
砕
き
た
り
おくつき
永遠の墳墓かい津一見て
血
潮
は
波
に
氷
ら
じ
ゃ
それは、彼の五高時代の境遇がそうさせたとも言えるだろう。兄
の五高退学後、内田家のホープとして嘱望され、また、家業の破産
によって下村家から学資の援助を受けている彼は、彼自身が彼に周
囲を無視した勝手な行動を許さなかった。その意味では、幼少時代
から知らず知らずのうちに影響を受けた武士道的倫理観念が心の深
奥で彼を律していたとも言える。
彼の詩風が変化を見せるのは約半年後の、明治三十九年二月号の
「明星」や「文庫」の詩によってである。
世
の
影
は
動
か
ぬ
に
我れひとり世にうごき、
自
ら
の
姿
見
て
主
よ
は
し
と
う
た
が
ひ
つ
、
沙
に
浮
く
夕
影
を
あ
や
う
く
も
た
ど
り
ゆ
く
。
．…：（中略）・…．．
さ
び
し
さ
寂
蓼
の
世
の
司
荒
国
の
中
に
立
ち
孤
独
（
「
明
星
」
明
羽
・
２
）
（ママ）
美
く
し
の
島
を
出
て
ふ
と
わ
れ
は
た
だ
ひ
と
り
も
の
し
な
き
野
に
入
れ
る
。
い
ざ
な
誘ひの神や誰れ、
ほこりつる我や何、
あ
な
さ
ぴ
し
、
た
だ
ひ
と
り
。
「門出」で提起された問題は彼の心中に現実社会との葛藤をもたら
し，それは「孤独」となって定着したと言えよう。志気を鼓舞する
高らかな叫びは沈潜した情熱となり、湖人の内面的心境をしふじ承
と歌った味わい深い作品へと変化している。
しかし、この時代の作品全体を通してふると、中学以来のモチー
フをほぼ完全に脱却するには、今しばらくの時間を要するのであ
る
。
．
詩に現われている中学以来のモチーフについて、湖人が五高時代
に発表した論説の中から、今少し解明を試ゑてみよう。
湖人の最初の論説は「竜南会雑誌」明治三十六年十月号発表の
「詩的勢力と道徳的勢力」である。（以下高校時代の論説は全て
「電南会雑誌」発表である。）明治の目覚める青年が既成道徳、既
わが息のたえむまで
影のごと沙を行き、
草も木も花，屯無きｈ
み
や
ゐ
石の糸の宮居へとⅡ、１
つかれては入ら芯身か、
あなさびし、ただひとり。
ひややかの瞳もて
死のごとくぼ上ゑむを、
まぼろしにふと見ては
たへがたや、我が心Ｐ
５
成政治に反抗するのに文学に因ったことは、明治文学史が如実に物
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
が
詩
を
「
も
し
夫
れ
塗
炭
の
細
民
に
至
り
て
は
、
た
めに欝勃たる反抗の心を発し、終に驚天の革命、憾地の郭清を現ぜ
ざれぱ止まざらんとす。かくて狂喜の叫びは地をとどろかすあらん。
歓喜の声は天に消えゆくあらん。あ上この時、天には平和の星輝け
るあり。地には慰籍の森の露をした上らすあり。而してこの郭清や
革命や終に之を詩に求むるに非ざれぱ不可なり。この喜悦や平和や。
断じてこれを詩に求むるに非ざれぱ不可なり。」と述べているの
は、実に明治の文学青年の決意の総意ででもあった。
だが、その次に、湖人は詩と道徳の関係を次のようにまとめてい
る。「是に於て吾人は、詩と道徳との感化勢力、両々相侯ちてはじめ
て社会の健全を致すことを了得するなり。円満なる人心を得べき
見るなり。吾人は詩と道徳との調和を希望さぜるを得ず。詩人、
文士が、ただ文学的の見地の糸よりゑて、写実を標傍し、恋愛
を歌うは可なり。然れども世もし人類の発達を願ひ、社会の完壁
を希うの士あらぱ、願くぱ少しく其作物に道義的観念を加味せ
よ。道徳的理想を寓せよ。世の指導者、道徳家が、ただ道徳の根
本的見地より見て厳守荘重の態度をとるは可なり。然れども其教
化を運かならしめ、其勢力を強盛ならしめんと欲せぱ、少しくこ
れに文学的趣味を与えよ。詩的情熱を宿せよ。」
湖人は文学を理想的社会実現のための手段と考えた。詩に郭清や
革新の力を求めてはいるが、詩健歌われた内容そのものが、既成概
念を否定し、新たな社会観や倫理観を提示しているとは考えなかっ
た。詩を手段と考えたこのところに、彼の古い武士道的倫理観と誠
友団などで養われた新しい思想とが矛盾なく定着する素地があった
と
言
え
よ
う
。
館拾三十七年二月号の「生命と勝利」には、
「今日の所謂修養は、美しき若芽をくじいて、直ちに凋落枯稿の
ｊ
冬
木
た
ら
し
め
ん
と
す
る
あ
の
な
ら
ず
や
」
？
「道徳万能主義にかぶれたるものよ、ぷだりに専制を加うるもの
尖
一
切
の
生
命
の
活
動
を
迫
害
し
、
侮
辱
す
る
も
の
よ
、
汝
等
は
自
ら
を
縛して自由意志を妨げつ上ある左知らずや、自ら矛盾を作りつ上
あるを知らずや」
「余は今の修養を唱道するものに何ものをものぞまず、否寧ろ、
彼らを目して人の子を損うものとなすなり。」ぺ
と、いわゆる既成道徳家の説く道徳の形骸化した姿を非難し、彼の
望むところを次のように述べている。
「
吾
人
の
望
む
と
こ
ろ
の
者
は
へ
た
旦
自
性
を
尊
び
、
生
命
を
重
ん
じ
、
活
力を愛する屯の坐所謂修養のみ。吾人はかくの如き修養によって
其の人を発揮すべく推奨の沙を撒布せられ、希望の微光をか上げ
られん。」
「あ上人生生存の実存は、情意より発展したる生命なる哉、永遠
の権威を有するものは、情意より射出したる気力なるかなや個性
の上に神を認むるものは、大向上の情操なるかな。」
真に青年らしい純真な、生気に満ちた文だが、神秘主義的唯心性は
湖
人
の
特
徴
を
よ
く
現
わ
し
て
い
る
。
さらに、明治三十七年五月号の「わかき帝国と霊的活動」では、
前
述
の
生
命
力
、
気
力
の
修
養
論
を
一
歩
進
め
て
、
詩
人
ケ
ル
ナ
ー
（
尻
皀
目母８口○吋【。且ｑごｂ－ｌ－ｍ－い）の実際的活動を紹介し、「彼が美
し
き
愛
郷
の
念
は
剣
と
血
と
肉
と
物
と
の
争
奪
以
上
堤
更
に
生
き
た
る
霊
の
征伏を夢承つ上あるものなり」「民は剣を把って霊のために戦わん
な
り
」
と
生
命
、
霊
の
た
め
の
戦
い
を
説
い
て
い
る
。
．
霊戦の必要性を強調するあたり、彼の思索が極めて実践的倫理的
であったと言える。そして、壺一垂戦の方法やその結果出現する社会の
姿が具体的に考えられておらず、非常に観念的であったことは、今
までの論説と同様である。しかし、豊富な表現力と熟思された思惟
は高校生らしい理想主義としては卓越したものであった事を一言付
しておきたい。中でも、既成道徳の有害無益さ、実践的活動の必・要
性などの意見は卓見で、後年の湖人の思想の根幹となっているｐ
その後、湖人は視点を現在の文学界に向けている。明治三十八年
二月号には「大八洲国の詩的時代を追想して現代の文芸に及ぶ」を
発表し、また、明治三十九年五月十二日、熊本市三年坂教会堂で行
なわれた竜南会公開演説会では、「夏の文学」と題した演説を行な
っている。この演説の主旨は、日本には充実した気塊を持つ「夏の
文学」がない。「天うつ狼」（筆者注幸田露伴）はその少ない一例
であり、，このような青年の文学が多く出現することを切望するとい
う意のものである。主情的で、生命、意志を尊重するところは、前
記の論説「生命と勝利」と同じ趣旨で貫かれている。
高等学校時代湖人の思想形成に大きく作用したものとして、文壇
や思想界からの思潮的影響と、五高時代の教師や友人などの対人関
係
に
よ
る
感
化
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
ふ
た
い。湖
人
が
佐
賀
中
学
時
代
文
学
に
関
心
を
持
ち
始
め
、
「
新
声
」
な
ど
の
雑
誌
へ投稿勺始めた明治三十四年は、〆明星派を中心とした浪漫主義の隆
盛期でもあった。そして、彼の五高在学中にあたる明治三十七年
は、明星派の活動が最高潮に達した時期でもあり、自然主義文学が
台頭し始めた時期でもある。湖人が自然主義文学に対して稲端に杏
４
定的な態度を取った一原因は、彼の文学開眼の時期が明星派を中心
とする浪漫主義全盛時代であったからでもあろう。当時明星派が星
璽調と一一一一口われたことに対して、湖人は「………然れども菫は人を悶
えしむる生命を有す。恋は人を悶えしむる生命を有す。菫は宇宙生
命の一部なり。其の精なり。恋は人生の一部なり。其の花なり。」
今生命と勝利」より）とその本質をよく掴んだ上で積極的に弁護して
いる。しかし、雑誌「明星」誌上での発表作品は意外に少なく、明
治三十九年一一月号に、詩「孤濁」と短歌一首が見られるだけであ
る。この事は、（投稿作品が没になったとも言えるが）明星派の芸
術至上主義、恋愛至上主義的態度に、彼が必ずしも同調してぃなこ
とを示すものであろう。事実、湖人の詩や論説の中には、明星派よ
りむしろ土井晩翠や幸田露伴に近いものを見出すことが出来る。
たとえば、晩翠の「天地有情」は、広大な構想のもとに、現世が
無常で濁世であればこそ永遠に正しいものを求める心情が描かれ、
詩の中に「志」をうたった気塊の篭った詩風と言えよう。このこと
は、湖人の詩「夢の香」「天門破壊の歌」や論説「わかき帝国と霊
的活動」についても同じことが言えるので、彼の影響があったと考
えるのである。また、湖人の論説、「生命と勝利」、演説「夏の文
学」の思想の中には、露伴の小説にふられる主情的で意志を重んず
る精神と同質のものを見出すことが出来る。晩翠、露伴共に思索が
唯心的傾向にあり、その結果観念的思想になってしまったことは、
湖人の場合も同様なのだが、これは影響と言うより性格的に同質の
ものを持っていたからだと言えよう。
さらに、思想界の動静からその影響を考えてふよう。高田保馬
哩「下村湖人全集」第十巻に当時の思想界の動静について次のよ
うに解説している。「最も多感な高等学校時代において、日本の思想
界には幾つかの流れがあった。世界を通じて染るとトルストイと一一
イチェとは対立する二つの思潮であったが、それはまだ学●内に集団
を作るほどの作用もたぬ、後年マルクス主義がもつほどの浸透力を
もったものは基督教、別して新教であった。校内の基督教青年会は
花陵会という寄宿舎をもち、そこには全国各地から集まった学生た
ちが朝夕に祈りの声をあげていた。．…．．…湖人は最も早く聖書に親
しんだ一人であったが、年少葉隠の精神を身につけていたし、それ
に家庭の東洋的訓育はきびしかった。教会の中に飛びこむだけの信
念を抱かなかったのも自然である。」
明治時代、熊本市は熊本バンドで知られたキリスト教の一拠点で
あ
っ
た
。
多
感
な
高
等
学
校
学
生
へ
の
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
。
中
学
生
時
代
から既に聖書を読んでいた湖人は、それに無関心ではおられなかっ
た
。
彼
の
詩
や
論
説
が
神
霊
を
説
き
、
絶
休
的
な
彼
岸
の
世
界
を
説
い
て
い
る
点宗教的なものを感じさせる。そして、湖人の思想は究極のところ
宗
教
的
境
地
を
目
指
し
て
は
い
る
が
、
彼
自
身
は
、
一
生
を
通
じ
て
ど
の
宗
教
にも関係することがなかった。このことは、高田保馬が前述の引用
文中で指摘している通り、佐賀の郷里や家庭で影響を受けた葉隠の
精神が、既に思想としての根を張っていて精神形成の基礎を作って
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
湖人の五高時代、思想界のもう一つの大きな流れは、社会主義の
風
潮
の
芽
ば
え
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
高
田
保
馬
は
「
師
友
の
追
想
」
（
昭
▽
）
で「私共の五高に入ったときはすでに一つ下級の人々の間に社会主
義研究会が出来る情勢であったが、この思潮が滝氏を動かさずにゐ
なかった。」と述べていることから、社会主義の風潮がかなり活発
な
動
き
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
出
て
来
る
「
滝
氏
」
と
は
、
滝
正
雄
（
元
、
衆
議
院
議
員
企
画
院
総
裁
）
の
こ
と
で
、
高
田
保
馬
の
親
友
で
もあるが、湖人とも親しかった。当時の書簡にはしばしば彼の名が
散見出来る。高田や滝らを通じて湖人は当然社会主義の感化も少し
は受けた。論説「わかき帝国と霊的活動」で日清戦争が侵略戦争で
あり、その意味では日清戦争が誤まりであることを指摘したり、革
命精神の昂揚を説くところにその影響の跡を見いだすことが出来
る。しかしこの思潮も彼の作品から窺う限りでは、彼の思想形成に
根本的な役割を果さなかったと言えよう。
湖人は、現実の社会が封建遺制や古い歪められた因習に楠われて
いることを濁世と考え、そう言う社会から早く脱皮して新しい社会
を建設しなければならないことを痛感して叫んでいる。しかし、真
に脱皮するには余りにも家庭や郷土に浸透していた葉隠の精神の影
響を受け過ぎていたことが、ここでも指摘出来るであろう。中学校
時代から高等学校時代にかけて触れた新しい文芸思潮や思想界の風
潮は湖人に少なからず影響を与えてはいるが、それらが深く鋭く堀
り下げて思索されないままに、た堂瀝然と葉隠の精神と同居してい
たと言える。（それはまた高等学校時代と言う彼の年令的な若さを
考えると当然なことでもあった。）
次に五高時代の対人関係における影響について考えてふたい。五
高時代の教師として特に触れておきたいのは厨川白村と野々口勝太
郎である。
野々口勝太郎は新聞記者出身で、夏目嗽石の推薦により講師とし
て赴任した。学校経歴は余りなかったらしい。湖人の最愛の弟子、
永杉喜輔（群馬大学教授）は「下村湖人ｌその人と作品ｌ」
（昭至の中で野を口について、「清潔な感じの人で純白のつめ襟
、
、
の麻服で音とろうろうと漢文を読糸あげられるのが印象的であっ
た。湖人の在学中教授は三十代であったが、すでに老成の趣きがあ
ったという。」と書いている。湖人は彼の講義を三年間聴講した。
この間に漢文に対する深い素養を身につげたのだろう。漢文の教師
には中学校時代も恵まれていた。佐賀中学時代の漢文の教師、吉岡
美標は、たびたび高等学校へ招かても行かなかったと言う実力者
で、中学校の生徒の間では有徳の君子として尊敬されていた人であ
、
、
、
るという。湖人は中学校、高等学校を通じて漢文の語学的基礎をし
っかりたた承込まれたと言える。
後年、彼の思想に儒教的色彩が濃厚に現われてくるが、しかし、
それは野々口勝太郎の影響ではない。これは高田保馬が「漢文の講
義は儒教一」とに経学を中心としていなかった。」（「下村湖人全
集」第十巻解説）と述べ、永杉喜輔が「五高の講義の中でとくに湖
人の印象にのこったのは………野々口勝太郎の『荘子』であった」
（前掲書）と書いていることによって明白である。湖人の儒学への
関心は、前述のように、葉隠の精神の発展の上で考えられるべきで
ある。厨川白村は湖人が三年生の時赴任して来た。白村を尊敬し、傾倒
していた彼はしばしば私宅を訪問したと言う。湖人の歌集「冬青
葉」（昭８）の自序にも「五高時代の先生であった故厨川白村先生
から、校長と言ふ俗物になって詩歌を捨てるのでは無いか、と言ふ様
なお叱りのお手紙を両三度救いたのであったが。…：」と書いてお
り、大学卒業後、教職にあった間も音信のあったことがわかる。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
湖
人
が
大
学
時
代
英
文
学
を
専
攻
し
た
動
機
の
一
つ
に、厨川白村の影響を考えるのである。
五高時代、湖人の友人関係は、高田保馬を初めとして、滝正雄、
池田秀雄、水町義雄ら大勢の人との交友を挙げることができる。彼難
については、｜部今までに触れた点しあるので、ここでは後年湖人
と密接な関係を持つ一年先輩の田沢義舗について述べておきたい。
田沢は湖人が終生兄事した人物で、田沢の生涯を書いたつ」の人を
見よ」は湖人の絶筆とも言うべき最後の著書である。この書から、
湖人が高校時代、大学時代田沢の一信奉者として彼の人柄や理論や
行動に傾倒し、尊敬の目で終始眺めていたことを窺うことが出来
る。田沢は明治十八年、佐賀県鹿島村大字高津原で生まれた。彼の
ヨ
シ
ノ
プ
家は、湖人の家と同様士族である。父義陳は漢学の素養があり、彼
はこれも湖人と同様、幼少から父にその手ほどきを受けた。田沢は
ダ
ダ
少年時代、藩主鍋島直彬の世子直の学友でもあったので直彬に
接する機会も多く、彼から大きな影響を受けたと言うことだ。
私は田沢と湖人を比較する時、その共通した思想の底辺にあるも
のとして、彼らの生育した環境が脳裏に浮ぶ。「葉隠」のふるさ
とであり、農業県である佐賀県は、大藩鍋島藩としての平隠な状態
が近世以来続いた。そこで培われた封建性は深く県民性となって残
った。また維新の版籍奉還には指導的役割の一端を荷い、その後の
大隅重信らの活躍で政治的関心は急速に高まった。そして、その後
佐
賀
の
乱
を
頂
点
と
し
た
一
連
の
歴
史
的
事
件
は
、
佐
賀
県
民
の
心
情
に
反政府的気質を植えつげた。二人の思想の根底には、武士道的倫理
観を明らかに認め得るし、その他、権力者が陥り易い権力主義に徹
底的に反抗する反骨精神、地域社会の充実を主張する地方性など風
士性を抜いては考えられないものが多多ある。湖人が、高校時代、
大学時代を通じて田沢に魅了されたものは、彼が風土的環境の中で
培った思想や性格であり、それは、湖人自身も本質的に具備している
も
の
で
あ
っ
た
。
湖
人
は
田
沢
か
ら
感
化
を
受
け
た
の
で
は
な
く
、
田
沢
に
彼
自身の分身を見い出していたと言えよう。
湖人の五高時代の総括として、彼が五高時代発表した最後の論説
「凡夫」を中心に考えてふる。これは、明治三十八年十一月号に発
表された。後に提唱した「凡人道」の思想と密接な関係があり、そ
の意味でも重要視してよいものである。
「凡夫」の内容に沿って考えてふよう。
「聖者には聖者の資あり、賢者には賢者の資あり、凡夫には凡夫
の資あるの承」「然らば吾人は善覚の人たる能わざるの故を以て、
現在の我に甘んずべきか、現在の凡夫はあくまでも現在の凡夫と
して活きざるべからざるか、曰く然らず」「向上の念は高く吾
人の胸に波立って、零時もやむ侍なく：…」「人に希望なくんぱ
誠か我生を保たん。胸中の希望は、天の摂理が吾人に与えたる最
高の希望にあらずや。生の鏑絆はた図これの承。」
し
た
が
っ
て
「吾人はベストを尺さんのみ」「吾人は努力を外にして決して聖
賢の存在を認むる能わず」
と説き、それが最高の道徳であると述べている。ここに既に「几人
道」の基本的姿勢を見出すのだが、さらに、
「一切の希望をすてＬ山野の間に放吟する者、これをしも罪悪と
言はずんぱ、天下何事か善ならざらん。絶望の隠者は地獄の子
也。希望の隠者は天国の人也。」「聞かずや、使命は揺げられた
り。曰く汝は社会の人なりと。」
と述べている。湖人は、根本的には、宗教的・哲学的・道徳的に瀝
然と隔合した倫理的な社会を希求していた。しかしそれ圦単なる観
念的思想に陥ることなく、｜つの運動となり得たのは、ここに既に
５
明確に指摘されているように、人間と社会とを切断して考えなかっ
たからである。
「解脱の一道は至難なり。聖者の域は遼遠なり。希うところはた
翼社会の人たるにあるの承。」「最後に於て今一度曰わしめよ。
運命は授けられたり。曰く、汝は社会の人也と。」
ここには、人間の善意を信じ、人間の意志を信じてひたすら社会と
血
承
ど
ろ
に
な
っ
て
斗
う
後
年
の
湖
人
の
決
意
さ
え
も
読
承
と
れ
る
。
彼の心中に流れている社会に対する、人に対する暖かい愛情は高
邇な理想を支える源でもあった。宗教という彼岸の世界へ一足び飛
に
踏
永
込
む
こ
と
な
く
，
哲
学
と
言
う
冷
徹
な
論
理
の
世
界
に
留
ま
る
こ
と
な
く、道徳と云う安易な実践に満足することなく、ある意味では、解脱
の道よりも至難で、聖者の道よりも遼遠な現実の社会そのものに取
り組んで前進した湖人の心中の底辺を流れているものは、人間肯定
の精神と人間に対する愛情である。それは、「社会の人也」と決意
した時から持続しているものであると捕えたい。そしてまた、湖人
は自分が「凡夫」で「社会の人」であると言う自覚を起点として、
後
年
青
年
団
教
育
、
壮
年
団
教
育
な
ど
の
庶
民
教
育
に
挺
身
す
る
こ
と
に
な
り、郷士愛を説き、隣保共同社会建設の必要性を説くのである。こ
の「凡夫」における自覚は、今までの彼の観念的な思考から脱却す
る起点でもあったのだ。（た堂それを彼自身が明瞭に意識するには
まだ余りにも若かったが）ともかく、これは青年時代の人生思索の
最後の論文であると同時に、二十年後社会教育に踏ゑ出す出発点で
あ
り
、
そ
の
礎
石
で
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
〔備考、「竜南会雑誌」掲載の作品は「下村湖人全集」（講談社昭弱）
所載のものを使用した〕
第五高等学校時代は、湖人の思想体系の基礎を作った時代であっ
た。湖人は五高時代に思索したものを礎石として、大学時代は文学の
世界で．教師時代は学校教育の世界で、晩年は社会教育の世界で、そ
れぞれ大きな仕事を残した。したがって、大学時代は湖人の思想が
文学の世界に顕現した時代と言ってよい。文学に正面から取り組ん
だ時期であり、青年詩人「内田夕闇」の総決算期でもあった。
明治三十九年七月第五高等学校を卒業した湖人は、同年九月東京
帝国大学文科大学に入学、英文学を専攻した。大学時代の文学的活
動を大別すると前半は詩歌時代、後半は評論時代と言える。
雑誌「帝国文学」には、湖人は既に五高時代から投稿しており、
詩「ちかひの虹」（明弘・例・高一）「送迎聖詩」（明記・〃・高
三）が掲載されている。
大学入学後の最初の作品は明治三十九年十一月（大こ「帝国大
学」誌上発表の小詩五編である。これらの作品に触れる前に、五高
時代の作ｕｍに言及しておきたい。高校三年の頭初に「凡夫」を書い
た彼は一応の思想体系を確立したのであったが、その後は詩風にも
変化を見せている。それは、たとえば前述の「孤独」（皿・ヘージ）
でふられたように、自省的心境のもとに、問題を彼の内面にまで深
く掘り下げた情趣の篭った詩風であった。
ここに発表された五篇も一応は「凡夫」以後の作品の系列に位置
四束京帝国大学時代（「帝国文学」時代）
１２
づけられるべきだが、小詩でもあるので「孤独」に見られた深い内省
的な心境は窺われない。しかし、全体的に競いたった姿勢が影を
潜め、平静な心境のうちに沈潜した情熱を吐露している。これは「凡
夫」以後に現われた詩風の変化と認めてよいだろう。
小詩五篇の発表直後、湖人が高田保馬に送った書簡には「詩壇革
新の気は隠微の間にせまり、兄が知れる限りの俗歌を書きて御隙の
時に御送付下されたし」（例月〃日付）とある。その結果出来たも
のが、明治四十年一百号発表の小詩七篇から成る「ひな歌」であろ
う。
山
路
笛は横笛
ぼろぼろほろと
鳥
は
ひ
ょ
鳥
ひ
よ
ひ
よ
ひ
よ
と
月にさふしぎ二人づれ
山路三町とぼとぼに
一町ゆけば石地蔵
二町たどれば観世音
三町目なる梅の木の
み
下は身投の淵と一一一一口ふ
笛は里より
ぼろぼろほろと
鳥
は
山
よ
り
ひ
よ
ひ
よ
ひ
よ
と
歌謡風な情緒を醸し出した味わい深い作品である。そして、この
ように俗歌に目を付け、庶民の心情を哀感をもって歌ったことは、
「凡夫」思想が湖人の胸中にあって豊かに広がりつつあることを意
味している。
詩の発表は、大学入学後、半年の間だけで、その後は短歌に力を
入れている。
短歌は全体的に安定した作風を示し、充実した平隠な心境が窺わ
れる。技法も一応の水準にまで到達し、作品として鑑賞に堪えるも
のも少なくない。
つゆ晴れの露仏か堂やく日のゆふく世をよしと象て友と語りぬ
（明犯・ろ）
夢糸つ上さめつ上ひとり美しき春をゆくごと世をうたはｇや
（明如・伯）
か堂よふ日わか葉にうかび白帆ゆく野に千歳の生を見るかな
満ち足りた内面生活を想像させ、健康な青年の若々しい鼓動ががそ
のまま伝わってくるようである。次の歌は青年の美への讃美が卒直
な表現で詠まれている。
まぼろしと道説く人はあげつらへなごのわたりの美しきかな
中学時代からの宇宙生命力の思想は、後年の「人生を語る」に集
約されているが、この自然の中に神を観ると言う神秘性、唯心性の
思想は、大学時代短歌においてすぐれた結晶を見せた。
ふ
ゆ
と
ほ
ぱ
北山の木精の威の》麺走せに秋たげなはの肥の国の原（明如・ろ）
南国の燕よことし黒曜の光に蚕がひおとづれてこょ（明岨・５）
承どりなす天の円壁射ぬき照る銀光にこそ驚き死なめ （明岨・４）
（明蛆・ろ）
（明鯏・ろ）
これぞとも姿はなけれたましひの生きてきほふは神に似るかな
（明如・４）
あめの井の承そぎになごむ神たちのきまして立てり白さぎのむれ
（明如・ろ）
年たちぬ雪の山なふことごとく菩薩とふえて夜はあけにけり
（明如・ろ）
後の二首は比愉の連想が巧及でおもしろい。気魂の籠った次のよう
な歌もある。
木枯の王の乱聲子の刻の大河を越えてとょゑわたりい（明鯏・ろ）
大いなる獣くだりてありとある地の色吸ひい日の沈む時（明刎・ろ）
明治四十年ごろには清純な恋心を詠んだ歌がかなりあるが、四十
一年になると「大闇のなかにひとつの黄の災つめたく燃えぬ恋ざめ
ご一」ろ」「恩ひ出はうす墨色に金泥をちらすやうになり燭の火のま
へ」と恋の終末が詠まれている。また、明治四十二年には「火と燃
ゆる紅蓮の他に千日を泳ぎつかれて死ぬべき恋か」以下一連の歌が
あり、これらの歌のいきさつについて湖人が高田保馬に真実を告白
させられた書簡がある。これらは、謹厳実直、品行方正な湖人の青
春時代を彩る数少ないエピソードとして受け取っておきたい。
明治四十一年九月（大三）湖人は「帝国文学」の編集委員を任ぜ
られた。翌明治四十二年二月号の「帝国文学」には、小林愛雄、折
竹錫、吉川秀雄、山本鬼一（後、金田）内藤濯、黒田朋信、栗原武
一郎らとともに任ぜられた記事が載っている。大学後半期になって
５
文学論が多く、詩歌の作品が少ないのは、卒業論文が文学論であっ
たため文学論について思惟する機会が多かったこと、また、編集委
員として最初に発表した評論が反響を呼び、続けて時評などを担当
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「帝国文学」に発表した最初の文学論は、明治四十二年二月号に掲
載された「情緒主義」である。要旨を簡略に紹介すると「文学の必
然のつとめはたこ曰く調味された情緒の菫を読者に呈するにある」
「純文学としては飽くまで目的を情緒に置くことだ」と言い、その
ためには、「技巧の必要」があると述べる。さらに「文学上の努力
は読者にいかにして或るものを知らしむくきかよりも如何にして或
物を味はしむべきかと考ふにある。」と言い、人間の生活向上に果
すべきそれぞれの分野を科学哲学・倫理・文学に分け、そのうち文
学は情の生活の分野を受け持ち、その理想的向上を図ると言う。さ
らにその観点から自然主義文学批判に入り「田山花袋が『吾々はク
リエートするよりもヂスカバーする』と言ったのは以ての外の議論
（ママ）
だ。」「材良の発見は文学の予備行為で決して文学の本領ではな
（ママ）
い・」と述べ「クリエーションとは経験と想像から材良を集めて、
うまく自分の頭で統一して或る一体を造りあげる事だ。小説で言ふ
と各人物の性格及事件の奥を見究めるのがヂスヵ雫ハーで、この性格
と事件とから読者にある情緒を引き起さすためにあ｝且つの世界を
形造るのがクリエートだ。必然其の間にはプロットがある。」「所
詮実際の作物は幾分かのっけ味なくして存在しうるものでない。」
と言う論旨で文学が、芸術として存在する所以は情緒を喚起する点
にあることを説いたものである。
湖人汰二の文学論の約半年前（明鯏・６）に「帝国文学」に老
女」という短篇小説を載せている。村人の樟脳作りを題材としなが
らその中の一人である老女に人生の意義を考えさせている小説で筋
は特にない。郷里の村民の生活を描いたものと思われるが、描写は
巧象で、心情と情景がマッチしていて情緒が醸し出されている。暗
い雰囲民は自然主義の影響などを間接的に受けていると考えられる
が、老女に人生を思惟させるあたりは人生派的理想主義の彼の特徴
がよく現われていると言えよう。文学論発表以前の習作でもあるの
で、文学論の実証と言う意識的な作意は勿論ないのだが、「情緒主
義」に述べられている「情緒を引き起すためにある一つの新世界を
形造る」と言う意識は充分に窺えるので、かなり以前から文学論と
しての「情緒主義」を意識していたものと思われる。
この論に対して自然主義作家側からの反響は大きく、岩野泡鳴は
「東京一一六新聞」に二月一一十一一日から一一十五日まで、「情緒主義」
に対する批判を「情緒主義を排す」と言う題名で四回に亘って連載
した。これは直接に湖人の情緒主義に対する批判なのだが、広くは
情緒主義者全体（彼は具体的には敏、漱石、天外、遁遙を挙げてい
る）への批判に発展し、彼の説く心熱主義の是なることの主張にな
っている。文章はかなり激しい口調で書かれている。ここに湖人の
「情緒主義」に対する批判の一例を引用してみる。
「氏は「材料の発見は文学の予備行為で決して文学の本領でなは
い』と言ったが、先人によってヂスカヴーされた材料を配列する
の
を
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
乃
ち
文
学
上
の
創
造
だ
と
思
っ
て
ゐ
る
間
は
、
ク
ラ
シク派だ。外形的技巧に踏襲といふ金箔をつげた戯作者だ。『プ
ロトを．．…・情緒の旨味を出すための努力」と解するのが、その努力
如何に上手下手に拘らず．既に「小刀細工」「不自然」だ。氏の所
謂『読者にある情緒を引き起すためにある一つの新世界を形造る一
とは事物が客観的に実在すると恩ふ誤解から出たのであって、そ
の実模倣だ。創造したのではない。」
これに対して湖人はさらに「帝国文学」四月号に「岩野泡嶋氏に
与ふ」を草して反駁している。その他、三月号の時評「因はれる因
はれぬの問題から生じた錯誤」や五月号の「排美学流の結論主義」
なども特に自然主義作家、及び自然主義論者に向って書かれたもの
であり、「帝国文学」が自然主義文学に対する最大の牙城となった
その役割の一端を果している。
湖人は彼独自の文学論を「全自然文学論」として主とぬた。発表
は大学卒業後の「帝国文学」（明岨・９）になったが、これは、彼
の大学時代の思索の集大成と言えよう。東京帝国大学教授で評論家
・宗教学者であった姉崎潮風（正治）は翌月の「帝国大学」に「人
生の事業と芸術」を発表し、その末尾に「九月号に寄稿する約束を
果さず九月になって筆を執ろうとして承れば内田夕闇君の全自然主
義が殆どこちらの言ばんと欲した事を言尽してをる。然し一人が言
ったからといふく他の一人がそれの後陣に続くには差支はなかろ
う。此の一篇は内田君の論文の一往脚である。」と書いており、湖
人としては大いに面目を施した論文である。内容も今までの論述に
立脚してよく思索がなされており、まとまったものとなっている。
「（自然主義は）全自然中の一大精神的事実たる理想の存在を忘れ
て居る」「自然主義者が其唯一の標的として泰ずるところの現実
も理想の横断面にあらはれたる現実でない限り、其描写は終に人
生の真理に触る人事は出来ない。」
と述べ、また理想主義に対しては、
「あまり感覚の世界を経んずる結果として必然虚偽なる現実を吾
等に与へる。」「現実の影、感覚の彩、その力の鈍きところには
又鈍き理想が浮ぶ。現実に即せずして理想の承に即せんと欲する
屯のには、終に二つながら之を失ふ。」
と
言
っ
て
、
自
然
主
義
文
学
、
理
想
主
義
文
学
の
両
者
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
して彼の説く「全自然文学」は
「現実に即すると共に理想に即する。現前の事象、刹那の感覚に
実在的価値を与ふると共に、無始より無終に向って走る宇宙人生
の流に眼をそよぐ、蚊に官能と思想との統括が行はれ、宇宙人生
の芸術的綜合が遂行せられる。現実は理想によって活き、理想は
現実によって血が通ふ？」「複雑な文明人の頭脳は、感覚と思想
とを統括して全人生全宇宙の表現を欲求せねば止まない。かき○・
時代に於て、作者個性の色を以て包まれたる人生を見んと欲する
人の愚や終に及ぶべからずである。」
と一一一一口う骨格をなし、さらに、シェークスピアを全自然主義文学の代
表者として次の図を挙げている。これは、作者の小主観である相対
理想は作品の上に反映しない。つまり理想が明確に現われない。し
大
主
観
（絶対理想）
界世象現
小
主
観
（相対理想）
作
者
か
し
そ
れ
は
、
人
生
Ｅ
対
し
て
無
理
懇
、
無
解
決
と
い
う
の
で
は
な
く
、
塊
挺
の
影
に
あ
る
絶
対
的
理
想
が
ひ
ら
め
く
と
こ
ろ
に
大
な
る
理
想
が
潜
ん
で
お
り
、
解
決
も
あ
る
と
言
う
意
味
を
現
わ
し
た
図
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
湖
人
は
論
中
で
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
「
所
謂
真
文
芸
の
頁
境
地
は
這
般
の
絶
対
解
決
、
絶
対
理
想
を
提
げ
て
之
を
感
覚
の
世
界
に
投
入
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
」
「
全
自
然
文
学
、
即
ち
感
覚
と
思
想
と
の
統
括
、
現
象
と
実
在
の
具
足
、
全
宇
宙
人
生
の
文
芸
的
綜
合
も
、
つ
ま
り
は
こ
の
真
境
地
を
最
後
の
目
的
と
す
る
文
学
で
あ
る
。
こ
の
点から一一一一口って召人は文学有目的論を隅へる事が出来る。」
さ
ら
に
、
十
月
号
に
供
「
感
性
透
過
の
実
在
表
白
」
と
題
し
て
「
自
然
仁
義
文
学
」
の
表
現
方
法
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
「
吾
人
が
文
芸
を
要
求
す
る
の
は
、
真
に
知
り
真
に
老
へ
ん
が
た
め
で
あ
る。真に知り真に老へる一」ぱ感じ而して知り或は考へなげれば駄
目である。それには一切の事象を知の鏡に写した文ではまだ足り
ない。知の腕に写した世界を更に感性の鏡に透過ざして其の底に呪
われたものを捕へて、ぱじめて真に知らしめ頁に考へさせ
る事が出来る。」
以上が「全自然主義文学論」の大略である。「文芸の究極
の目的は、全宇宙全人生の綜合総括に外ならロ」と説く一
念は、五高時代の思想が哲学的思索を加えて、文芸の世界
に樹立されたとゑてよい。現実の葛藤矛盾の中から常に理
想
を
求
め
、
理
想
と
現
実
の
統
一
を
終
生
考
え
締
げ
た
湖
人
の
思
想
は、五高時代その原型を作りあげたが、この諭文はその思
想が文学論として緒砧したものと一一一口えよう。
４
明治四十一一年七月、湖人は大学を卒業した。卒業》仙文
峰最初十一一章から成る「文学の哲学的基礎」という文学論を目
的としたが、実際には一一章のみ完成しただけで提出した。表題は
二の円着目ご原詐盲昌・口叩・〔善のの眉⑥目四目国］司・三（超自然界
の文学的評価）で十二章中の一章である。他の一章は付録として
弓言○ｍ】、前日の。汁岳のごロ日島、］圏・］口歓・口＆百○房口筋の表題を
つけて提出した。これらは彼が抱いている文学論の本質を充分に解
明したものではなかった。そのことに関して湖人は高田保馬に「小生
の抱ける文学本論こそ小生のすべてを発揮すべきものに候へ。され
ど、其の完成には今后五年以上七年の年月を要する予定にて候」と
書き送っている。明治四十二年四月（推定）の書簡ではあるが、こ
の時点においては、文学の分野で仕事を続けて行こうとしている意
志が充分に現われている。また事実、「全自然文学論」や「感性透
過の実在表白」は卒業後、「帝国文学」へ寄稿したものであり、そ
の間姉崎噸風から受けた激賞は、彼に文学の世界で自立すんる自信
・を与えたことだろう。
だが一方、郷里の実家や下村家では湖人の卒業を首を長くして待
っていた。湖人の性格としては、郷里の人炎の期待を無視すること
は出来なかった。決心がつかないままに彼は徴兵検査のため一度帰・
郷することにした。帰郷した彼は「帝国文学」十一一月号に「復活」
と題して「月夜」「時雨」の一一篇から成る詩を寄稿．十二月には．その
まま郷里で一年志願兵として歩兵第五十五連隊（佐賀）に入隊した。
翌明治四十三年十二月除隊したが、文学への〃復活〃の道は遠
く、まず湖人に待っていたものは下村家の財産整理であった。湖人
の学資提供者である下村辰右衛門は坊ちゃん育ちの豪放な人柄のた
め、既に数年前から家産が倒きかけていた。湖人の大学在学中は学
資の仕送りも途絶えがちで、湖人としては生活的にかなり苦しい状
態で学業を続けていたのだった。湖人としてはやむなく一時上京を
あきらめ、財産整理の仕事に取りかかった。当時の心境を彼は高田
保馬に宛てて、次のように書いている。
「僕は入営以来絶大な煩悶に陥って居る。これを僕一人で解決しよ
うとした。そして苦しんだ。君等に一本の手紙を出す一」とすら敢て
しなかったのはこれがためだ。実際切実な経験だ。：……・僕は一刀
両断の処置に出たいと恩ふ。それで君等に助力を願ふかも知れ
ぬ。………苦しい事情は到底手紙では書けない。」（明“・６．刀
日付）湖人は郷里で自分に唯一の信頼を寄せている人々の間にあって、
彼らを振り切って上京する事は出来なかった。そのまま郷里に定住
する事に決めた彼は乞われるままに、その年の十二月母校佐賀中学
校へ英語の教師として赴任した。しかし．心中はなお心晴れやらず苦
悶の毎日であった。教師生活一年後、「帝国文学」（大止二年一月
・二月号）に発表された歌はよく彼の心境を詠じている。煩悶する
湖人の心情が彼の嫌った自然主義的傾向の影響を多分に一覧けながら
目噸的に一詠われていると言えよう。
火をす入る、す上れどなほも青白さ、この総身に、いかになるら
む年くれぬ。また日はのぼるいたづらにまた日はのぼる、何とかはせ
む。これらは「内田夕闇」最後の作品になった。そして「内田夕闇」
の終焉はまた「内田虎六郎」の名の最後でもあった。この年（大正
二
年
）
三
月
、
湖
人
は
下
村
家
の
長
女
菊
千
代
と
婚
約
。
そ
の
時
初
め
て
、
下
村
家
と
の
間
に
養
子
入
籍
の
約
束
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
実家内田家が余りにも悲惨な状態だったので、湖人は養子入籍の件
●に少なからず動揺したが、父に義理を説かれてやむなく承諾。同年
十一万挙式、「下村一虎六郎」となったのである。翌大正三年、前年
から食道癌の診断を受けていた父が死亡。湖人は継母を下村家に引
取り、病兄を郷里の農家に預けた。実弟清治は上京して小学校教師
をしながら弁護士の資格を獲る途上であった。同年七月一百、湖人
は高田保馬に宛てて次のような書簡を送っている。「……創作の苦
悶にはたゆる事なけれど終に何ものも得不申、悲しく候・大空のま
さをの中の朝つゆに息してありし日の遠きかな。その夜わが眉にか
よりしくもの巣を事なきものと恩ひしがゆゑ」
他日を期して「内田夕闇」の名住愛愁の中にその幕を閉じた。し
かし、この文学の世界からの訣別は、彼が「下村湖人」として出発
するためには必要条件ででもあったと言えよう。
後
記
本稿執筆に当って、高田保馬先生、本大学の藤田福夫先生、その他
各方面のかたがたからご教示いただいた。また、群馬大学の永杉
嵩輔先生の著書「下村湖人ｌその人と作品ｌ」は全般にわたっ
て参考にさせていただいた。ここに関係各位に対し、厚くお礼申し
上げる。
（昭和四十四年十一月）
「下村湖人全集」（講談社昭憩未掲載作品
◎帝国文学大正二年一月号（第拾九巻第己
火
を
す
坐
る
内
田
夕
闇
火をすよる、す上れどなほも青白きこの身は、いかにかなるら
む。》」期せし日はけふなり。されどあきらかに我が脈あきこゆ、大空も
◎帝国文学大正二年二月号（第拾九巻第二）
日
は
の
ぼ
る
内
田
夕
闇
年くれぬ。また日はのぼるいたづらにまた日はのぼる、何とかは
せむ。
日
は
出
で
じ
、
え
も
の
ぼ
ら
じ
と
、
宵
に
こ
そ
思
ひ
し
も
の
を
、
ま
た
日
の
のぼる。
こともなげに日ののぼるを見てあれば膏もの狂ほしぎわが心か
な。
し
ん
な
い
ま
な
こ
身内にしの宰曰きこえ、とろとろと眼火にもゆ。夜はしづかなり。
酔
さ
め
ぬ
。
か
の
恐
ろ
し
き
思
ひ
で
の
ま
た
し
の
び
よ
る
。
あ
呉
酒
を
も
見ぎ。
ね
っ
た
う
ち
ま
た
ひるの息あへぎあへぎて熱闇の巷をわたる。われは酢ひゆく。
日は痛し、闇はおそるし、燈火のやみを刻めるなかに酢ひてむ。
日蝕のもとに酒の承、汗ぱふて、居ならぶ人のおそろしきかな。
ひ
と
み
い
き
地の底に瞳か型やき、大ぞらにため息きこゆ、酒のむ宵。
宵空の月のごとくに露ふくむ命思へぼ酒のかなしき。
曲もなし、悲しみ青くすぢひきて酒よりさめしわれをまくかな。
酒にあきぬ、あ上もとむべき何屯のも我がまへになし。風白う吹
く。生も知らず、死も知らざりしいにし日のひらめくごとき酒の色か
な。
な
死を恐る人人はうつくし。大酒して我は夜な夜な死の雲母を砥む。
生の毒味ひつくし、死の毒の味ひたきにおどろく身かな。
秋になりい、酒さめやすし、歌かなし、空のすめるが不可思議に
見ゆ。
◎全集第十巻Ｐ柵に明治三十五年「明星」所載となっている短歌
は、実弟清治氏の作品である。）
◎新声文庫にそれぞれ俳句僅少ｌ省略、
◎帝国文学明治四十二年五月号（第拾五巻第五）
排美學流の結論主義（時評）ｌ内容省略、
て◎
は
ゑ
ら
ん
だ
酒、酒、火、いかり、の上じり、破壊、凱打、かくて●も一狭ながる
るものを。
あ
は
あ
は
ひと日けふ酒の香かがず、宵となりて、淡淡しくも人心地する。
人
心
地
あ
や
し
く
わ
き
ぬ
。
な
つ
か
し
き
宵
の
色
な
り
。
何
ご
と
な
る
ら
わが妻と心にさだめ、誰ぞともえ知らぬ人を見つなるならはし。
と
せ
夜をこめてわがひと年のさまざまの酒凱の姿まどを出で入る。
ま
ひ
こ
十一ハの舞妓が頬に火の酒を注がむとしてこころふるひぬ。
ひととせの酒凱のわれをつくづくと恩へどさらに驚きもせず。
われをわが忘るるまなし。町ゆけばがらす戸ごとにわが姿見ゆ。
世のつれの心をもてる人々と居るが悲しき夜のうたげかな。
かくて屯なほ織ひつ上あるか、すさまじき夜汽車のように酒の息
む
。
して。
◎補記小木曾旭晃著「地方文藝史」（明妬・刑）に附録として
「地方文壇作家一覧表」がある。熊本県の欄に、上村雲外・加
藤介春とともに、内田夕闇の名が出ており、「近く文學士たら
ん、詩人として古くより名あり、近年『帝国文學』に振ふ」と
記載されている。
